
当ファイルの著作権は㈱薬事日報社またはコンテンツ提供者に帰属します。当ファイル（印刷物含む）の利用は私的利用の範囲内に限られ、それ以
外の無断複製・無断転載・無断引用はご遠慮ください。当ファイル（印刷物含む）を社内資料、営業資料などでご利用される場合はご相談ください。

株式会社薬事日報社　TEL:03-3862-2141　shinbun@yakuji.co.jp　http://www.yakuji.co.jp/ 

（ 13 ） 第12863号 2024（令和６）年 3 月22日　金曜日（第三種郵便物認可） 藥　事　日　報

　

ア
カ
デ
ミ
ア
に
属
す

る
薬
学
の
研
究
者
に

と
っ
て
も
、
世
の
中
の

役
に
立
つ
新
薬
の
創
造

は
大
き
な
夢
で
あ
る
。

し
か
し
、
製
薬
企
業
で

は
な
く
、
創
薬
支
援
に

資
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
脆
弱
な
ア
カ
デ
ミ
ア
の
研
究

者
が
取
り
組
む
べ
き
創
薬
研
究

と
は
何
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
そ

の
到
達
点
をDrug-likeness
の

高
い
構
造
か
ら
な
る
高
活
性

リ
ー
ド
化
合
物
の
創
製
と
定
め

た
。
そ
し
て
、
ア
ン
メ
ッ
ト
メ

デ
ィ
カ
ル
ニ
ー
ズ
の
高
い
難
病

や
製
薬
企
業
が
挑
み
難
い
疾
患

を
創
薬
の
対
象
に
し
た
。
ア
カ

デ
ミ
ア
が
先
回
り
し
て
創
薬
の

準
備
を
し
て
お
け
ば
、
社
会
の

要
請
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
追
い

つ
く
時
が
来
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　

一
方
、
ペ
プ
チ
ド
化
学
者
と

し
て
、
今
も
魅
力
的
な
ペ
プ
チ

ド
を
基
盤
と
す
る
創
薬
へ
夢
を

馳
せ
て
き
た
。
ペ
プ
チ
ド
化
学

は
、
生
命
科
学
研
究
の
源
泉
の

一
つ
で
あ
り
、
有
機
化
学
と
生

命
科
学
の
十
字
路
に
あ
る
。
ホ

ル
モ
ン
研
究
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
学
問
は
、
固
相
合
成
化
学
や

コ
ン
ビ
ナ
ト
リ
ア
ル
化
学
を
創

出
し
、
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ

ジ
ー
の
発
展
を
支
え
、
創
薬
の

新
た
な
潮
流
と
し
て
ペ
プ
チ
ド

ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
や
蛋
白
質
‐
蛋

白
質
相
互
作
用
（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
を

制
御
す
る
中
分
子
お
よ
び
環
状

ペ
プ
チ
ド
を
開
拓
し
、
絶
え
ず

医
薬
品
開
発
を
牽
引
し
て
い

る
。
最
近
で
は
抗
体
‐
薬
物
複

合
体
（
Ａ
Ｄ
Ｃ
）
な
ど
の
バ
イ

オ
医
薬
品
に
お
け
る
化
学
修
飾

の
学
術
基
盤
を
提
供
し
て
い
る
。

　

前
述
の
考
え
に
則
り
、
こ
れ

ま
で
に
、
複
数
の
ペ
プ
チ
ド
創

薬
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
た
（
表
）。
ナ
ン
セ
ン
ス
変

異
疾
患
に
対
す
る
創
薬
で
は
、

中
途
終
止
コ
ド
ン
を
読
み
飛
ば

し
、
完
全
長
蛋
白
質
を
誘
導
す

る
リ
ー
ド
ス
ル
ー
薬
の
創
製
に

挑
ん
だ
。
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
対
象
に
ジ

ペ
プ
チ
ド
様
の
抗
生
物
質
で
あ

る
（
＋
）
‐
ネ
ガ
マ
イ
シ
ン
か

ら
、
特
に
中
途
終
止
コ
ド
ン
Ｕ

Ｇ
Ａ
の
読
み
飛
ば
し
に
優
れ
た

複
数
の
誘
導
体
を
創
製
で
き
た
。

　

一
方
、
筋
萎
縮
性
疾
患
の
克

服
を
目
指
し
た
創
薬
と
し
て
、

骨
格
筋
成
長
の
負
の
調
節
因
子

マ
イ
オ
ス
タ
チ
ン
に
対
す
る
中

分
子
阻
害
ペ
プ
チ
ド
の
創
製
を

実
施
し
、
最
終
的
に
は
16
残
基

の
全
て
Ｄ
体
ア
ミ
ノ
酸
か
ら
な

る
生
体
安
定
性
の
高
い
阻
害
ペ

プ
チ
ド
を
創
製
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

創
薬
ツ
ー
ル
と
し
て
の
利
用

を
目
的
に
、
抗
体
薬
物
複
合
体

の
位
置
選
択
的
調
製
に
資
す
る

Ｆ
ｃ
部
認
識
環
状
ペ
プ
チ
ド

（
15
残
基
）
の
開
発
、
α
‐
ヘ

リ
ッ
ク
ス
の
新
規
テ
ン
プ
レ
ー

ト
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
天
然

由
来
の
ス
テ
ー
プ
ル
ペ
プ
チ
ド

の
発
見
に
も
成
功
し
た
。

　

い
ず
れ
も
重
要
な
創
薬
研
究

と
考
え
て
い
る
が
、
特
筆
す
べ

き
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
（SARS-CoV

）
３
Ｃ
Ｌ
プ

ロ
テ
ア
ー
ゼ
（
３
Ｃ
Ｌ
ｐ
ｒ

ｏ
）
に
対
す
る
阻
害
剤
創
製
で

あ
る
（
図
）。
２
０
０
２
年
の

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
新
興
を
機
にSARS-

CoV-1

が
有
す
る
シ
ス
テ
イ
ン

プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
３
Ｃ
Ｌ
ｐ
ｒ

ｏ
に
対
す
る
ペ
プ
チ
ド
ミ
メ

テ
ィ
ッ
ク
型
阻
害
剤
研
究
を
開

始
し
、
３
Ｃ
Ｌ
ｐ
ｒ
ｏ
の
触
媒

機
構
に
基
づ
い
て
独

自
阻
害
構
造
（
ア

リ
ー
ル
ケ
ト
ン
）
を

構
築
、
明
確
な
作

用
機
序
を
持
っ
て

SARS-CoV-1 3CLpro

を
阻
害

す
る
阻
害
剤
Ｙ
Ｈ
‐
53
を
13
年

に
創
製
し
た
。

　

Ｙ
Ｈ
‐
53
は
、今
般
のSARS-

CoV-2 3CLpro

も
強
力
に
阻

害
し
、
ｉ
ｎ
ｖ
ｉ
ｔ
ｒ
ｏ
で
当

該
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
強
く

抑
制
し
た
。
短
い
体
内
半
減
期

が
短
所
で
あ
っ
た
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
‐
19
が
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク

し
た
20
年
時
点
で
、
世
界
で
最

も
優
れ
た
リ
ー
ド
化
合
物
で

あ
っ
た
。

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
は
Ｙ
Ｈ
‐
53
を

も
と
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
治

療
に
適
用
さ
れ
た
最
初
の
３
Ｃ

Ｌ
ｐ
ｒ
ｏ
阻
害
剤
ニ
ル
マ
ト
レ

ル
ビ
ル
を
創
製
し
た
。
社
会
が

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
治
療
薬
を
待

望
す
る
中
で
、
わ
が
国
の
ア
カ

デ
ミ
ア
か
ら
治
療
薬
開
発
の
学

術
的
基
盤
を
い
ち
早
く
提
供

し
、
今
般
の
世
界
規
模
の
危
機

克
服
に
貢
献
で
き
た
。

　

こ
の
研
究
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア

が
先
回
り
し
て
創
薬
の
準
備
を

し
て
お
い
た
一
例
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

林 

良
雄

東
京
薬
科
大
学
生
命
科
学
部
教
授
・

薬
学
部
特
命
教
授

表　対象とした主なペプチド創薬研究 

目指したアカデミアがすべき実践的な創薬研究
　目標：製薬企業とは異なる目線でDrug-likenessの高い構造からなる高活性リード化合
　　　　物の創製
　利点：アカデミアが先回りして創薬の準備をしておけば、製薬企業のニーズが追いつく
　　　　時が来る
　標的疾患：アンメットメディカルニーズの高い難病 / 製薬企業が挑み難い疾患

図　SARS-CoV 3CLプロテアーゼ阻害剤の創製

ペプチド化学を基盤とする難治性疾患
克服を目指した創薬化学研究


